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　咋f卜秋と2に双f座流星群の槻測を数H行って，曉の襲ノく中室に掛る双．1：

座を注下してみる内に，三論個の星よi，なる珍妙なる星の岡案，ダブルトラ

イアングルを搬見した，岡がそれである．総艦に光度が弱く，カストノt，ボ

・Lツクスの強光度の一封に「1を引かれ極立って目立たないものであるが，少

し見てみれば浮び出て充分その配列の美に親しめるものである・もしこの各

角を構成する拾球個の星の光度が，もう少し強く揃ってみれば，オリオン，

大犬と列び大塞のダTヤモンドとして断然他を堕することだらう，一度御覧

になる事を希望する．他の零も探せば三毛面白いものが得られるだらうと思

ってみる・（昭和十年’刀）

　　　　　　　　　下保氏考案の”　Colorimeter”

　篇眞にてAは黄道光をのぞく窓，」1はフヰノ1タ1を透して比較Illi　Fをの

ぞく窓，C，1），　Eは夫々赤黄二肖＝三種6枚づしのソヰルタ1の枠，　Hはフヰル

タ1枠を左右に動かすスラィディングケ1ス板，。、Bの影の所に光源があり

比較面Fを照らし使歯する時は光」票及び比較1！’li黒ラシャ紙にて包む・フヰ’レ

タ1‘よメ7レク（ノ）貿U斗術ξf茸11テ各1グラムを100ccゾ）’アltコ1．ル1こ｛容し’たもd）を

原液とし，　この原液の1％，L）76，4％，8忽，18％，32％溶液中に銀抜：きをし．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た乾板をli．分聞浸L

㌶難輪海・．以∫一f一：”て絶したものであ

　　’V，vr

　∵瓶．桝．4

∴・艀：

　：　’一，1．

　f’”　1’

　』冥
　．）’r・　・　，’

・』．d忍、
　．s．　X　．　．．s

る，

　使用する際はソ」ト

八タ1季JIUをノ己イfに｛EiJ

かして色を加減して

黄道光の色と同じに

なる様，部ち．、，B

よりのぞいた1櫃者の

色が同一．・になる様に

するのである．（淺野）


